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あいさつ

楕芝光町は、南を黒潮が洗う太平洋に、水回が広がる九十九里平野、北部 1:1
F総古地町緑i重い里山が了 7 セントとなり、町町中央をゆった 1) と果山川が沈

れ、文字通り中世水明の地 E 吉えます。この豊かな土地には、古(から人々が
住品、様々な営みや文化が育まれてきました.その土地の歴史を知ることは、
自分たちの足元を見つめ直 L、この地に貴著を持っきっかけとなることでしょ

う.
考古資料で見る横芝光町の歴史 1 J は、人類がこの地に初めて足跡を しる

した 3 万年前の旧石器時代から、稲作が始まる前までの、長い時代を取り上げ

ました.この時代は、新人類が世界に広が 1) 、日本にもその足跡をしるした頃
から、寒い水河時代品、軒わ 1 )、 d且噴になって縄文文化が花開いた時になリます.
町内にも、この 3 万年前田日本旧石器時代の初めから縄文時代軒末までの遺跡

が、多数分布しています.これは遺跡が発掘調査され、出土した考古資料によ
って明らかと な った成果であります。

町内では、これまでに考古学史に残る姥山貝塚や殿埠 ・ 姫埠古墳を初め、 多
〈の遺跡が尭掘され、多 〈の貴重な考古資料が出土しました.それらのほとん
ど 1:1町に保管されていますが、中には他の博物館や大学などに保管されている

資事もあります.今、町にはそれらの考古資料を常に公開活用する場がな(、
わずかにほんのー部を町民会館等で展示して、るのみです.これではなかなか
町田古い歴史を知ることは障しいと思われます.そこで町民ギャラリーで、 古

い時代から順を追って、毎年 この時期に 「考古資料で見る横芝光町の歴史J 展

を開催し、町内の遺跡地、ら出土 L た考古資料を展示し、発掘調査で樽られた成

果を公表することにしました。これでもまだ全悼の一部ですが、多〈の方にこ
覧甫き、町田歴史について関心を持っていただければど思います.
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例宮

本書は、平成 24 ~手 9 月 15 日から 11 月 11 日まで、町民ギャラリーで開催

された「考古資料で見る績芝光町の歴史」展の図録である.

掲載した写真 ・ 図等のほとんどは町保管のもの、 &.11新たに畿昨したも町で

あるが、一部多古町教育委買会から提供頂いたものもある.

図録の軌繁 ・ 揖畢は横芝光町教育委買会社会文化摂生理学習辺文化財担当

il薄 明が当たった.



横芝光町の歴虫年表 (旧石器時代~縄文時代)
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l. 田丁の自然環境

(]) 大地の成リ立ち
構芝光町は.千葉県の

来告~，永平洋町波が洗う

九十九里浜町中ほどにあ

り、孟固まで緑豊かな農村

風景が広がる所です.そ

の町町大地は大き〈ニつ

に分けられ、北西部に分

布する緑靖い高台ど、南

東部では海岸に沿って広

がる平3且な他地とからな

っていますω 高台はヤ斡

古地ど呼ばれ. 千葉県の

北半分を占める広大な地
形で、 f止地は九十九里浜 太平洋から見た町
の名を取って 九十九里平野と呼ばれています.

下総台地は、今から 40 万年前くらいから海に堆積した砂町層と、そのよに赤

土と嘩ばれる火山庇起源の関東ローム屠が堆積し、その lkの地盤の隆起や海面白

低下などの変化と、河川等の現世によって、 今のような地郁になっています.

ところが町内ではもっと古い地層が現れている所があります.通材、古川右舎の

台地と低地とが織りなす町中央部 (長倉)

岩礁と吉われる小高い丘

と、その.. , [則的造問神社
のある丘です.また、石

合同県道を挟んだ西聞に

も、同じ岩山が見られま

す.最近、坂田城跡的下

でも同じ地層があること

が分かりました。これら

の岩は砂が固 ま って出来

た層で 、 よ〈且ると所々

固化石を含んでいます.

こ司層は今から 300 万

年ほど前に准検したよ総

層群最下曜の黒滝曜に相
当すると忠われ、耳総半島田勝浦市や君津布などに見られ、山武市町 5tl.切不動院

下や同市早船の岩も同様と考えられます. fi 化石にはカキやカガミガイなどの道

海性的値類が且られます.この砂岩層がなぜこの地域に分布するのか、どの〈ら

い古い層なのか、未だによ〈分かっていい主い所が多〈、今世の晴究の課題です。



古川石合の岩礁 本町八板神社境内にある岩

との境

母子から小田部へ抜ける i置の切り通

しは、今でこそ草で檀われていますが、

工事で削った時はきれいに地屠が現れ

ていました.その下半分は白っぽい民

骨色で硬〈なった泥届で、上の届とは

明確な堺を示していました.これは上

総層群最上層的金剛地曜に相当し、山

武市から南に見られます.

上総層群町上には、下総層群と呼ば

れる下総台地を構成する地層が堆積し

ています.中台の車の写真では、下か

らよ泉層、清川層、木下層などの、柔 中台の台地を情成する地層
らかい砂町層が且られます.これらの

層からは、よ〈貝や車などの化石が産出され、町内からもナウマン阜の牙の化石が

出たという記録があります.

ヨ
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(2 ) 山 ( 台地) の地形

国Tの北西部に分布する台地をよく見ると 、 平らな畑が広がっている所と 、 谷が

深〈入 1) 込んで起伏が大きい所とがあります。また、 低くなっている台地も見ら

れます。このように同じ台地なのに、 様々な地形を示すのは、 台地の出来方に違

いがあるからです。それは台地が出来て古くなるほど浸食が進みます。また、 台

地は河野浸食と土砂の堆積とによって新しく出来ます。それによって 、 下の図の

ようにいくつかの種類の台地が町の中に分布していることが分かりました。

最も古い下総上位面は、 下総台地の大部分を占め、 浸食が進み谷が深〈入って、

丘陵のようになっています。標高は高い所で 40m を超えます。少し低い下総下

位面は栗山川流域に分布し 、 台地上は平らな畑が広がり 、 台地の周りはあまり谷

が入っていません。標高は少し低い 35m ほどです。千葉段丘は東西に走る谷の

南側に分布し 、 町内では小川代と長倉に見られます。標高は 20m 以下になりま

す。

このような台地には、 赤土と呼ばれる関東ローム層や、 かつての海に積った砂

層が重なっています。下総上位面の台地には、 砂層の下総層群(木下層 、 よ岩橋

層 、 清川層 、 薮層)の上に、 関東ローム層 (下末吉ローム、 武蔵のローム、 立川

ローム)が堆積しています。下総下位面では木下層を削って堆積する常総層に、

関東ローム層が載っています。千葉段丘の台地は 、 千葉段丘砂喋層が台地を削

って堆積し 、 その上に関東ローム層の武蔵野 ・ 立川ローム層が堆積しています。

この地形の形成と 、 堆積する地層との関係を示したのが、 ;欠の図です。

下総台地の地形面区分

E二コ下総上位面

E二コ下総下位面

E二コ千葉段E

亡コ沖積低地
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下総上位菌

木下層

下総層群

/'一

上総層群

上岩橋層

清川層

栗
山
川

沖
積
基
底
層

蔽層上総層群薮層

横芝光町の地形と地層断面模式図

5 

空中写真で見た台地の姿 (南北に走る線は栗山川 )
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(3) 平野(低地)の地形
平野は町町南 東部を占める九十九里平野と、北西部の台地の聞に入る谷津どがあます.

九十九里平野は太平洋の読が洗う九十九里浜に泊ヲょっに 、 北町阻問から南町一宮まで

延びる海阜平貯です.その恥成は今から l 万年前以降の海面上昇(縄文嵩遣と呼ばれる)
で、地面よ 11f~かっ Fニ所に if& ; ，庄で運ばれた土砂が雄柚 L てできたと吉われます.また、
台地の問に入る谷津は、河川が運んだ土砂町地柚によって出来ていて、海岸平野と共に

最終氷河期以降の孟唆期(地買年代では沖晴世あるいは克新世と古う)に形成されたこ

とから沖積平野とも呼ばれています.九十九里平野は脅;!i\される過程で 、 調岸田砂j是
(砂州)と 1貴背湿地とが史互に並び 平坦ながらも砂堤の少し高い微高地と f~ (ít 背)
蓮池と からなっています.今日では徴高地/j集落や畑に、也湿地/j水回や沼沢地となっ

ていて、土地の利用の遣いで一目で分か 1) ます.また、栗山川流域には、風によって彫

成された砂丘も見られます.

九十九里平野町形成年代については 、 そこに分布する喧跡的年代の遣いによって分か

つてきました.砂州の上に営まれた芝噌遺跡や中島遺跡 栗山鹿申埠喧跡からは縄文土
器が血土していますが.屋形粉豆喧跡では平安時代田土器し か出ませんでした.また、
台地や事 l 砂堤刊の間にある i丘地では;~揖層がよ〈尭遣していて その cゃから縄文時代

田丸木舟が~ <出土しました.このように遺跡から見た九十九里平野町形成は、縄文時
代中ごろまでは第1 砂堤則、平安時代には第2砂坦列、そして撮倉時代頃に /j U ぽ今と向
じになっていたと思われることが分かりま L たa

九十九里平野の地形区分 亡コ 台地

亡コ 第 1 砂堤列
E二コ 第 2砂堤夢1)

第 3 砂I是JI)

後背湿地

E二コ 現砂浜



細長〈形成された砂州上の中島遺跡

ハス
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2. I日石器 ・ 縄文時代の遺跡

( 1 )遺跡分布

横芝光町の旧石器 縄文時代の遺跡は、 そのほとんどが北西部にある台地上
に分布するが、 一部は九十九里平野の低地にも縄文時代遺跡がある . また . 過
去の事例でも栗山川流域で、 抽木舟や木製品が出土 し た記録がある . 下の図は 、
赤が旧石器時代、 骨が縄文時代の遺跡である .

悶百・崎代

..冶.台a・ 2"方温・
3W/前遮. '・週山支ノ作

•• 5*J!I省・・・ e笹本

〈置台仰山"逮・ 7・示戸

温・ 8急盛山野温a・ n 
..貝.. 10 上仁担省温・

"...省締台温a・ ""米温・・

横芝光町の旧石器 縄文時代遺跡

" ・a山温・ "樽山谷週a・

" .瞬台.. 16.ノ 前適・

01 "山貝JI 18.1裏山野温E・

" ...省貝.. 20 中台 ... ..

2 1 .t C・台;a・ 22 *戸台

ー・・ 23 角園台風JI 2. ~ド健

温a・ 25 !Ii ~蜘ø遺・・ 26 芝

綱這・・ 27 "'.温・ 28 三反

図量・・・ " 盲・..



(2) 旧石器時代
①!日石器時代とは
旧石器時代は、今から 1 万年以上前の、人類がまだ石のみを割って道具と

していた時代で 故十万年という長い時聞を、人類は少しずつ進化してきた.

日本に初めて人類が足跡をしるしたのは、 4 万年前頃と宮われ、千葉では 3

万年前には既に多〈の遺跡や石器が残されています.その 3 万年前から l 万

年前までを 1長期旧石器時代 E 呼ばれ、人類は斬人が世界に広がったとともに.

最軒氷河時代で最も実かった時代でもあります.そのため人類は生きるため、

様々な工夫を L. 急速に進化して行きました.そこで作られた石器は綿々な

郁のものがあ"、突〈ものから飛ばすものへと発達させ 、 来る縄文時代の礎

を築いていきました.下町図は 、 旧石器時代田代表的な石器で、 時期によっ

て現れたり消え、また形も変化していきました.

空1G 01 0 610i略的
i酬明砂駅V

争~.~~ 鱗

1309時計守合一.v n
彫刻万 .. 

f-~WO~-~O金問えOP
0 . ア 品川村
申 G玄コー. "‘ご 3

昭日間， 電'lJ~事7jl
綱吉舘 ζ二ゐ

千葉県の旧石器時代の

石器は、ほとんど赤土と

呼ばれる関東ローム層か

ら出土します.アの写真

は町内の遺跡のローム幅

断面で、武麗野ロームの

上、早さ 2mの中から出

土します。

次のベージは、その層

と対比した千輩県の旧石

器の変遷を示したもので

す.

9 
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地層

写真

一骨

iW' 

旧石器開t石器の変遷

千葉の主な石器群



②町の旧石器時代遺跡

~(I，霊9099e
駒Q 制e agi色。

MS伯尚喜6
2LQqjb想。D

~~倒防白
鍛治屋台遺跡出土石器実測図

11 
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時船体5846d空金

時炉明容器~二
期間。窃急襲雪唆
一一 ιf 町側@

くユ 民r

ζご込京」.. 

長率主フ "払
国同

寺方遺跡出土の石器実測図



寺方遺跡

寺方喧跡は 、 坂田城跡、がある標高 35m を測る細長い台地の付け根にあ I J 、

調査 は細長い台地の〈ぴれ部が行われ、 3 箇所の遺物集中地占が検出されたe

遺物町出土層 i立はV1-1X層で、石器はナイフ市石器のほか、棋恥石器と石刀が y

〈出土した。 石材はチャー卜と安山岩が卓越する.

寺方遺跡出土の台石

寺方遺跡

宮ノ前遺跡

宮ノ前遺跡は 、 鍛冶屋台遺跡のある台地の谷を隔てた西側にあ I J 、 標高 35m

を測る。遺物集中地点は 2 箇所で、出土層位は \~暗に当たる。石器は棋形石器

のほかは小弟l片で 、 石村は黒曜石、 頁岩、 水品がある.

宮ノ前遺跡 宮ノ前遺跡出土の石器

別留窃母 ee噂智也
ふ 冒し = .専七4 buEfL " ら

霊3636345390愚削 Q
S 下町 三三 トi とLPFdO札

宮ノ前遺跡出土の石器実測図
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遠山天ノ作遺跡

遠山天ノ作遺跡は、成田から松旦に延びる台地の稜線ょにあリ、標高 43m を

測る.壇特集中地点は . 7 箇所あ 1 J 、出土曜位は vn屠下位である.石器はナイフ

形石器のほか、，ト円噌を素材にした棋船石器が~ <出土した.

篠本

金{G919101920
ggoesE50@ 因。∞言。窃
G30@創~~O~空中明

t@" ~，~ .. ~ 
遠山天ノ作遺跡出土の石器 (千葉県の歴史より )

本では夏台と神山名手遺跡で、 旧石器が

出土した.いず

れも W層的石刀

である.

生

き争.. 
h骨白、 F 

夏台遺跡出土の石刃

神山谷遺跡出土の石刃



傍示戸遺跡

傍矛、戸遺跡は、栗山川左岸の

台地ょにあり 、標高 37m を測

る.旧石器は石刀が 3 卓出土し

た.

北畏山野遺跡

傍示戸遺跡出土の石器

北長山野遺跡は、長章と中台が接する台地の中にあり、標高 431百を測る

平坦面的ずない丘陵状の自地に立地する。遺物集中地点は l 箇所である。

出土層位はW層で、有樋尖頭器と剥片、右核などがあり、石材は尖頭器が

硬質頁岩であるほかは鴻瑞である。このほか単独で同錘状石器が出土して

いる.

15 
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氷河時代最終氷期の犠芝光町の風景

③ 旧石器時代の風豊
この時代は氷河時代とも呼ばれ、特に今から 3 - 2 万年前頃は最軒氷期の最も

寒かった時で、 北欧やカナダには大陸氷河が発達して、海の水の多〈がそこに堆

積し、海面が今より 1 00m以上も下がっ た とすわれています。その頃の町の光景

を想博して描いたのが下町図です。景品は今より年平均で 6 - 7 度低〈 今の北

海道のよフな気候で、 山にはトドマ y や 卜 ウヒなどの針葉樹や、プナやミズナラ

むとの広葉樹なとの轟林であったと思われます.その森に は オオツノジカが楼み、

それを旧石器人たちは狩猟していたと想像され ま す。九十九里平野の下は海が，欠

第に低アしていくにしたがって、 図のように;母車段丘が形成されていたと思われ

ます。そフした低地には草原や湿地力、広が 1) 、ハンパミが生え 、 ンカやヤギュウ

たちのいい生活の唱となっていたことが考えられます。隣町の多古町志摩では、

オオ Y ノジカの化石が出土しています。!日石器

人はこうした動物や木の実を謀って 、 生，舌して

いたと考えられています。

ハシバミ

16 



@旧石器時代の生活
今から 3万年前から l万年前の桂期旧石器時代は、今よりも 6 -7 度も負温が

1邑い寒冷な氷河時代であったニと/;!、その時伐の地層から出てきた植物化石に

よってわかっています. 1-吉町田主摩でもオオツノジカの化石骨が是見されて

います.このように寒い時でも人間はたくまし〈生，舌していたことが、 ÿ くの

喧跡やそこから見つかっている石器などからも想障できます.こ町時代は人聞

が世う道具は石器しか残つてなく 、その石器はナイフ恥石器や槍先形石器など

するピい形で、 縄文時代田矢じりから比べると大きいものでした.これはオオ

Y ノンカのような大型の動物をとるためとも考えられています.また、町内町

遺跡からは 、 市が四角で向かい合う両端から l') った~のある石器が歩位血土し

ていて、棋のかたちをしている喫恥石器ど呼ばれます.この石器はム武町や香

取町などの県内東部に多〈分布し 、 地域的に特徴のあるものといえます.棋形

石器は日本の 1長期旧石器時代の前半 (2万4千年前)の石器ですが、後半になる

と棺尭恥石器が増えてきます.町内では北長山貯喧跡から、片方の〉ちに先端

から相|った曜のある石器 有樋尖頭器が 2 占出土しています.

日本では l 万 4 千年〈らい前になると 、 次第に逼暖になリ時的、石器が樟先

形主珂器と呼ばれる大形の石器が作られ 、 それに伴って土器が作られ始めたと

吉われます.その頃から縄文草創期が始まったと官われ、 l 万 2 千年前頃にな

ると、石器は一転小型化して、銑(やじ 1))のようむ有舌尖 >R器という石器に変

わり、旧石器らし〈ない石器にな 1J 、長かった旧石器時代は終わりを迎え、孟

暗化による縄文海道で、縄文時代的特酷である貝原文化が始まります.

lJ1 U 44hp u t >

I;UV' ~l\\ ，1，， ;l\ I ，: ，ìí，1旬開柏市旬、
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(3 ) 縄文時代
①縄文時代とは
縄文時代どは、旧石器時代が軒nl) 、玉に縄目紋様を付けた縄文土器を作った時代

で 、 稲作が始まって量などの縄文土器とは全〈遣う土器を作 1) 始めるまでの、約 I 万

年続いた日本田原始時代の一時期です.海岸周辺では貝琢が官まれ、縄文文化を貝塚

文化とも官われますが、長野県等町山間部にも} <の喧跡が官まれ、 多様な縄文文化

が華麗し、また長〈続いたこと は、その当時町日本の気候が温暖で豊かであったと吉

われています.

千輩県内にも縄文草 !'I制から} <の遺跡が営まれ、また日本で最も多〈貝床がある

ことは有名です.町内でも有名な姥山貝尽を物的、 !f くの縄文時代遺跡があり 、 縄文

文化がこの地にも花開いたことを示しています。

②縄文土器のいろいろ
約 1 万年続いた縄文時代には、その時々、また各地でそれぞれ異なったさまさまむ

土器が作られました.草車'1期 P早期では、 底が丸まっていたり、尖っている土器があ

り 、 今日の常捕ではピうやって宜くのだろ う と考えてしまいます.これは土器を 作iI

始前た頃は 、 艇やドノプリの形を桜して作ったろうと宮われています.また、底が実
っているのは、地面に少し穴を掘って実刺した方が安定するからと思われます.その

ような土器(尖底土器)を遭っていたのは、まだ遊動生活をして定住していなかったか

らと推定されています.

それが住居を喧 1)、定住するようになると.土器を置〈床が硬〈平らになると、主

底では不都合となって、底が平らになり、また様々な用遣が生まれ、いろいろなモチ

ーフが考え出され、様々な土器が作られていったと思われます.

尖底土様

漆11'"土器

浅鈴形土iIS

カメ形土iIS

IU'台付之容

台付浅鈴fl'土君 主主ロゴtll

縄文土器の色々な形
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@各時期の遺跡 ・ 喧晴 ・ 理物

最古の縄文土器 (草創期)

町内からは縄文時代のもっとも古

t 、草創期と呼ばれる、今から 1 万 4

千-1 万年前田時期の.土器や石器

が出土しています.写真の左 2 をは

有舌尖頭器 E呼ばれる棺先か矢田先

に骨けた石器で、旧石器時代から縄 城山遺跡出土の土器石器
文時代への変化の過程にあるものといえます.右の土器片は、 同じころ初めて縄目

文械が付けられた土器で、表面だけでな〈事面にも縄目文様が付けられているので

多縄文土器と宮われ、この時期の土器の特徴です.

早期

l 万-7 千年前の縄文時代早期になると 、 遺跡からは住居跡のほかに、落とし穴

がよ〈且っかります.臨本の神山谷遺跡からは佳 3m、 深さ 3m町大きな落とし穴

が見っかりました.なぜゾウでも落ちそうな大きな穴に、 ンカやイノンンなどを追

l 、落して捕ったのか、縄文人的エネルギーが感じられます.

縄文時代早期の土器になると、縄目文梯のほか、ヘラで線を描いたり、貝殻を憤

って描いた文様の土器が出てきます.この時期白土器由形は、底脅[1が九かったり尖

っているところから尖底土器と呼ばれ、これは土器を柔らかい地面に寅主立てた方

が安定したからと考えられます.縄文時代早期は 3 千年と長〈続いたところから、
作られた土器は脅主的変化こそ少ないです i ーー，屯可.___.i曙γ

が、文様が大き〈変化しまし た.初めは

縄や紐をさまざまに世って、いろいろむ

縄目文様が付けられ.まさに縄文土器と

宮えました.また域中喧排では縄目 :文揖 1 "
土器の地域巴ある土器が、多量に出土し

ました.次にヘラで線描き L 正文様の沈

鰍文土器が続き、その次には意貝類の貝

で器面を飾った条痕文土器と呼ばれる土

器が作られました.これらも町内から出

土しています.

早期の炉穴 ( 神山谷遺跡)

, , • 

• 
• 
• • 

• 
• • -•• • • • 

早期の落とし穴 ( 神山苔遺跡)

.. , 



宮ノ前遺跡
宮ノ前喧跡からは、早期的土器片が 50.é. 出土した. I'!'\\文晶土器と呼ばれ
る一群で、最も古い井草式とその次回夏島式がある.また.喧跡からは当核
制と思われる陥穴(落し穴)が I 基検出されている. 

• 

井草式

神山谷遺跡
夏島式

神山荘喧跡では、台地の先端却を中心に早期的喧構 ・ 遺物が予量検出され 、
大きな成果が得られた.住屠跡 ・ 陥穴 ・ 炉穴は前ぺーン載せている.遺物で
Ij I'! J弘文 R， . ;尤線文 R， . !距離文系 E あ 11 、特に早期終末期的土器 Ij 特筆する.

また、同制と思われる石器(右岸)も出土している.,....., .,. .. 
，・

際糸文系土器 ( 夏島式) 沈線文系土器 (白戸下・上層式)

' 
.砂

条痕文系土器(;草山式) 条痕文系土器 ( 茅山式)

21 
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条痕文系土器

城山遺跡

• 司匝 • e 

早期の石斧

成山遺跡は 、 台地よから撚阜文 ・ 沈線文土器が出土したが、東側l斜面で掛

車文k.最 rt:の花輪台式的地域型式土器群が多数出土し、""目された.それは
縄文施文と無文、尖底と平底とが入 I J 究じ I J 、棺維な土器群である.

花輪台式土器群の出土状況

花輪古式土器



‘' -
前期

‘' 
‘' 花輪台式土器

a・
• 
,..-

その他早期の土器

前期では神山6喧跡と斬台遺跡とで、住居跡が検出されている.町内ではそ

れ以外的喧跡はまだ見つかっ ておらず、少ない時期である。

神山苔遺跡
神山谷喧跡では、前期中葉町黒浜式期の{主居跡が 4 軒検出され.また包含層

もすめて、前期軒末までの土器が多数出土した.黒;兵式以外では、諸噌式，手

島式がある.

黒浜式期の住居跡
累浜式土器

• 
• • 黒浜式土器 諸磯式土器

田
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路磯式土器

浮島式土器

新台遺跡

浮島式土器

圃FJ つ
浮島式土器

神山谷遺跡出土の前期土器

斬台遺跡からは前期諸機式期の住居跡が l 軒検出され、祖先可能な土器が

出土した.

新台遺跡前期住居跡

住居跡出土の諸磯式土器



中期

中期になると徐々に遺跡数が増え、また規模も大きくなって集落を形作る

遺跡も現れてくる。特に大総地域では中台 ・ 姥山の貝塚、 東長山里?の集落遺

跡など、 密度が高くなっている所もある。栗山川東岸でも虫生駒形をはじめ、

神山谷・城山などの台地上にも、小規模ではあるが遣されている。また 、 こ

の頃、 低地への進出も見られ、芝崎や古屋あたりでも土器や石器が出土して
L 、る。

中期初頭では城山 ・ 神山谷遺跡で五領ヶ台式があ I J 、 次いで阿玉台式にな

ると大総地域で増大する。そのままほとんどの遺跡では末葉まで続き 、 後期

になる時、東長山聖子のように一旦途切れる遺跡、と、中台のように継続して営

まれる遺跡とに分かれる。ここでは集落が検出された東長山野遺跡を中心に

述べていくことにする。

東長山野遺跡と大総の台地

25 
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東長山野遺跡
東長山野遺跡は 、 中台と長倉の中間あたりで 、 坂田池から入る小谷が北側に

来て 、 それに突き出すように扇状となった台地上に立地する。ここでは台地が
下総よ位面から千葉段丘への緩い傾斜面に遺跡が展開し 、 集落の中心は低い千
葉段丘上になる。発掘調査は昭和63年に実施され、 縄文集落のほ ぼ半分近くが
解明された。

発掘された縄文時代の住居跡は45軒、 貯蔵穴は 230基余、 そのほか陥穴、 柱
穴群などなどがある。出土した土器はテン箱 500箱以上、 実沸l土器26 5点、 土

器片錘960点 、 石鍬 1 30点 、 石斧80点 、 ヘラ状石器30点、 そのほか土偶、 ヒス

イ大珠、 琉王白玉、 耳飾 1) 、 貝輸など、 膨大な量 ・ 質の遺物がある。また 、 住居
跡や貯蔵穴の中からは 、 貝殻も出土し 、 当時の食生活の一端を推 jP-']出来た。

出土した土器から 、 東長山野遺跡、は約 5 千年前の中期前葉から 、 4 千年前の

後期初頭まで続いた集落遺跡で 、 その最盛期は 4 千 5 百年前前後であったろう

と推定される。そのときの集落は 20軒ほど、 およそ 1 00人程度の人口はあった
ろう。その頃、 遺跡の周辺でも 、 姥山や中台にも集落が営まれ、 賑やかで活気

に満ちた縄文社会が形成されていたことだろう。

遺跡中央部空中写真

遺跡中央部の住居跡・土墳群
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一一 .畠 後期〈称名毛奪三史)

/ 東長山野遺跡縄文時代遺構分布図 ---ー '
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2 期 ( 阿玉台 1 b 式 ) の住居跡

7 矧 ( 加曽利 EI 式初期) の住居跡

28 



25 号住居跡の炉 42 号住居跡の炉

重なり合う住居跡と貯蔵穴

135 号坑を利用した埋葬土器 212 号坑から出土した貝殻

29 
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東長山野遺跡出土の土器
東長山の遺跡、からは、中期だけでも膨大な量の土器が

出土した。その一部を上から古い順に、ここに掲載した。



東長山野遺跡出土の石器・その他

聞
石皿

石棒断片

-・・

- ・ 10
土器片錘

~ A4 • • 
AAAÂ  ̂

A 
A AAAA 
AÂÂÅ~ 
a 

石鎌

円板
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後期

世間では中期性葉から絞〈中古貝塚以外では 、 遺跡が小さ〈分散する傾

向が、こ の地域では且られる.住期初頭の材、名寺式嗣では車長中野遺跡で

住居跡があり、芝崎中島遺跡で炉跡が検出されている.場之内式期になる

と中台貝尿や中島喧跡、 三反田壇跡で住居跡などが検出されている.加曽

ホIB 式期では中古貝塚、姥山貝塚のほか、芝崎喧跡、三反田遺跡などi阜地

での尭且倒が増えて〈る.しかし . !丘地での遺跡は遺構の検出はほとんど

なく、土器が単独で出土する伊l が~ l '0 安行 卜 日 式期になると姥山貝涼

がある〈らいになり .こ の地域の縄文文化がよりいっそう縮小傾両になっ

て 、 晩期へと移ってい( . 

三反回遺跡炉跡
(堀之肉 1 式期)

ー

2 

, 

芝崎中島遺跡炉跡
(称名寺式期)

ー ， rs ，
長再

ーーー

、

中台貝塚 1 号住居跡
{加曽利 B 1 式期)

• 



後期の土器

中島遺跡出土の後期之容
三度図遺跡出土の誕百之内弐土線

中島;a.出土称名寺式土K 弥平野遺跡出土の加曾制 B 式土審

中台遺跡緬之向 I 式 健山貝縁加曾1向1 B 式 三反図;a跡加曽利 B 式
中台貝塚加曽利 B 式

~..-
園--可Eヨ圃閉

中台貝塚出土の主偶と土製品

33 



34 

晩期

吐期はほとんど姥山貝尽のみと言って L 、 L 、くらいになる.そのほかでは車長

山野遺跡. 篠本城山遺跡でわずかに土器が出土しているのみとなる.また、姥

山貝尽に近い-&幸吉ノ前喧跡からは晩期最終末から、東国弥生時代初期の土器

が出土し、縄文時代と弥生時代田架け橋とむる丑料となる.姥山貝海でも同様

な土器が見られる.下の土器は、記載以外は姥山貝床出土である.

姥山貝塚

安行m，式

姥山式

E嘉
大調A式

晩期の主審
荒渇互支 (績2広域山遺跡)



④貝塚文化が栄えた こ ろ
縄文時代では、 海岸の近〈や関東では内陸部まで !þ < の貝塚が壇されまし

た.特に千華県の東京湾車には、千葉市町加曽幸'1 貝塚や市川市町堀之内貝塚

など、巨大な貝塚が !þ < 分布 L、貝 が豊富に生息し、縄文人が多〈の貝を採

って食料としていた証といえま す.貝塚は縄文時代のゴミ捨て場ですが、貝

般の層の下からは、縄文時代の住居跡や貯蔵穴が出てきます.また、貝殻に

混じってンカやイノンソ主どの動物白骨や魚の骨、人的骨、 それに生活に世

った土器や石器など、当時のさまざまなものが出ます.そのため貝塚は、縄

文時代田タイムカプセルだともえ ま す。

町内にも大総地区に姥山貝塚があり 、 県内でも太平洋側で最大町貝塚とし

て知られ、 !þ (の貝殻や土器などが散布しています.このほか中台、木戸台 、

虫生駒都にも小さな貝塚があります.また、東長山野遺跡では住居跡や貯蔵

穴町中から貝殻が出土しまし た 。 東長山野遺跡から出土した貝の種類を綱べ

てみると 、 ダノペイキサゴやチョ ウセンハマグリなピ、今も採れる貝のほ か、

アサリやハマグリ 、 マガキ、サギガイ 、ヤマト ンジミなど、今では近〈の海

岸で取れな〈なった貝もあ リ、 当時は豊かな海辺が広がっていたと忠われま

す.また、員のほか魚の骨、 ンカの骨 ・ 角、島町骨なピもあり、当時の世生

活の一端を見ることができます.

貝般が散布する姥山貝塚 虫生駒形遺跡で検出された小貝塚

東長山野遺跡の住居跡と貯蔵穴から出土した貝鍛
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員塚から出土した貝殺と魚骨

縄文持代は、旧石器時代どは打って変わって唖かな時代であ っ たと 官われ、

凍っ ていた氷河は溶けて海水面が上昇し 、 氷河時代は谷底だったり、渇岸段

丘だ った低い所は水没し、海水が内陸深〈まで捜入しました.これを縄文海

道と宮われ、栗山川 ill域も海水に漫され、下回図のような、今の宮城県松島

のような光景が広がっていたと想障されます.東京湾では j畢が揖木県南部ま

で入っていたことが、縄文時代田貝塚町分布で分かりました.この最も海が

内陸に入っていたのは縄文時代早期の軒わりころ(今から 7 千年前)から、

前期(同6千年前)までで、その龍、海水に理っていた所や海岸師、大きな

川の河口却には土砂が;Ã第に堆積し、 陸地や温地にな っ ていき、九十九里平

野のような沖積低地が子作成されました.

縄文時代中頃 ( 今から 5， 000 年前 ) の横芝光町の風景



. "t 

⑤縄文人の生活
縄文時代の遺跡では、貝塚が残されているところから、縄文人は主に買を

世べていたと思いがちですが、それだけでな〈栗やクルミ、 トチなどの木の

実や、ヤマイモなどから多〈の農水化物をとっていたことが、遺跡から出土

したわずかな喧存物(度化物 ・ 実殻)や、花粉分析によって分かつてきました。

横芝光町の輔の匝瑳市では、丸木舟とともに車やクルミが 'f < 出たという記

録があり、縄文時代にこれらの木が多〈生えていたと想慢されます.縄文人

はこれら木の実を玉とする農水化物、それにンカやイノンンなどの動物、必

や員などの魚介類、それにまだ分かりませんが、フキやセリ立どの野の野菜

と、身の回りで採れるさまざまなものを利用したとすると、食生活は豊かで

あったと考えられます。

ここでは縄文人の生活を、集落が検出された車長山野遺跡を取り上げ、そ

の提元を試みました。東長山野喧跡は 16，000rrl を発掘し、縄文時代の住屠跡

が45軒、貯誼穴230基が検出され、縄文中期の隼革のほぼ半分を調査した。

検出した住居跡などを出土 L た土器をもとに、 13期に分類 L、それをさらに

5 段階に巴分けして示したのが27ベージの図で、その第 2 段階を想定して当

時の生活状況を捜元して描いたのが下町図である.未発掘の部分は、発掘し

た箇所から推定したものである。それによると、当時は住居が14軒、住居の

脇には貯最穴が掘られ、集落の周りには野菜や里芋などを作る畑があり、そ

のタ卜側には栽培する栗林があったろうと思われる。喧跡の北東川には、谷が

入 1) 、集落のすぐ下に湧水があって、飲料水や木の実のアク披さの水場があ

ったと想定される.

d 
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ク リ マテパyイ

東長山野遺跡7 期 1 5 ・ 1 6 号住居跡の

復元模型

下の写真は東長山町遺跡 7 期的 lli元ジオラ

マである.斑元図どは多少異なるが、こ れで

は明るい色町林が栗林で、その周 I J 的理い色

は自然的照重樹 σ)t<で、縄文の森を再現した.

この昭輩酬の轟には、スダジイや椿のほか、

持や鬼胡桃なピの落葉樹も生え、縄文人の重

要な1t料となっていた.

灘挙
カヤ

東長山野遺跡7期の復元ジオラマ

スダジイ

司
一・v一 、γ， 三・.... ・l!lIII 百. 
...，.骨 1圃.
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⑥低地に進出 した縄文人

縄文時代の中ごろ近〈になると、 j畢水で i費されていた低地に砂浜や砂州な

どの陸地ができ、そうした海に近い所に縄文人は進出していきました.砂州

ょの喧跡でみる芝崎の中島遺跡や国道沿いの三反田喧跡からは中期から桂期

初頭の土器が多数出土し、ま た炉( t 、ろり)の跡も見っかり、ここで生活して

いたことがわかりました。また、低地の中でも葦や水草が晴らずに堆積した

泥農屠からは、拍木舟(丸木舟)が出土することがみります。本町か ら 隣接の

多古町、 匝瑳市は全国的に 、 最もIþ (の抽木舟が出土した地域として知られ、

これまでに32般見つかっています。 町内でも栗山川流域で 9綾出ていて、高

谷川低地遺跡では抽木舟と E もに、梱や櫛も出土しています.

芝崎遺跡の後期竪穴
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⑦黒曜石の産地分析

町内の旧石器 縄文時代遭跡カら口、石器に倹われた黒曜石カ多〈出土している.

黒曜石はもともと火山カら喰:t L I::ニ溶岩カ 、 周"の岩石と捻触 L て急速に盟まった

ものでの そのため黒曜石は e貧血 L た火ムに よ って成分が異なる.そごで今日では

=の黒曜石の成分を分析して その産地を権定する ことが可能となった.

町では明治大学古文化財研究所の協力 を得て、 町内出 土の黒曜石を分析して、そ

の産地を突き止めることカ血来た.

旧石器吟代では 鍛冶昼台遺跡 宮ノ前遺跡 4平 方遭跡から出土 L た黒曜石計 30

占 、 縄文時代では東長山野遺跡 城山遺跡カら出土した黒曜石を分析した.
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杉原他 (2011) 1M曜布製遺物の原産地機定より抜粋

分析の結果、 l日石器時代ではよの図のように、 3 遺跡でそれぞれ檎成カ異なり 、

鍛冶屋台で IJ 長野の符が峰 和留峠、宮ノ前では栃木の高原山、伊豆の神津島

寺才では霧ケ場 高原山であったa ごのように!日石器時代で、すでに線々な所の

黒曜石を集めて倹っていたことカ判明した.
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縄文時代黒曜石の分析結果

縄文時代になると、黒曜石産地は伊豆神j孝島近〈の恩馳島産がJ. (な IJ • 

特に東長山野遺跡で は、 分析した 黒曜石 1 64 世で 、 判事'1 できた 1 4 1 在中 .

実に 95%以トの 1 30.*. が旦馳島の も のであ「宍. 神津島 Y 官え 11押亘半

島の先端から 50km 以上も離れた孤島で、 縄文時代でさえ舟でj贋らなけれ

ばならなかった。今でもよほどの航海術がなければそれを行けない海を 、

当時はピのように濯っていったので あ ろうか.また . 埠を;置る危険を冒し

てまで 、 黒曜石を必要としたのは向であったろうか.
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関東周辺の主な黒曜石産地
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